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Ⅰ
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
激
動
の
諸
要
因

二
〇
一
一
年
一
月
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
突
然
起
こ
っ
た
大
衆
暴
動
を

起
点
に
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
政
治
変
動
の
嵐
が
吹
き
荒
れ

て
い
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
新
聞
記
事
や

地
域
専
門
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
。
主
な
も
の
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
一
）
構
造
調
整
政
策
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
で
、
特
権
層
と
非

特
権
層
の
格
差
が
拡
大
し
た
。

（
二
）
中
間
層
が
増
加
し
て
政
治
腐
敗
や
政
治
的
抑
圧
へ
の
不
満
を

高
め
た
。

（
三
）
急
速
に
増
加
し
た
若
年
層
の
間
に
失
業
率
が
高
ま
っ
た
。
と

く
に
大
学
教
育
を
受
け
た
の
に
職
が
な
い
こ
と
へ
の
不
満
を
募
ら
せ

る
者
が
増
え
た
。

（
四
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
デ
ジ
タ
ル
通
信
が
普
及

し
て
、
抗
議
行
動
へ
の
結
集
が
容
易
に
な
っ
た
。

（
五
）
不
正
や
抑
圧
に
対
す
る
憤
り
（
行
動
）
が
恐
怖
（
非
行
動
）

に
打
ち
勝
っ
た
。

Ⅱ
大
衆
の
反
乱
に
つ
い
て
の
既
存
理
論

以
上
の
よ
う
な
要
因
の
う
ち
、
ど
れ
が
今
般
の
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
の
激
動
を
最
も
よ
く
説
明
す
る
の
か
を
探
究
す
る
第
一
歩
と
し

特
集
︱

１ 
中
東
か
ら
変
わ
る
世
界

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
変
動
の

客
観
的
要
因
と
主
観
的
要
因
―
―
他
地
域
と
の
比
較
の
観
点
か
ら

恒
川
惠
市 
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格
差
の
量
よ
り
も
格
差
が
あ
る
こ
と
の
道
義
的
退
廃
（
相
対
的
価
値

欠
乏
か
つ
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
を
問
題
に
し
て
い
る
と
も
解
釈

で
き
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
中
間
層
の
政
治
的
不
満
」
は
、
中
間
層
の
人
々

は
腐
敗
や
抑
圧
を
嫌
う
は
ず
だ
と
い
う
前
提
（
絶
対
的
基
準
）
で
成

り
立
つ
議
論
で
あ
る
。

「
若
年
高
学
歴
層
の
失
業
」
は
、
失
業
が
続
く
と
若
者
が
不
満
を

も
つ
の
は
当
然
（
合
理
的
）
と
い
う
意
味
で
、
絶
対
的
価
値
欠
乏
論

と
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
で
説
明
で
き
る
と
も
い
え
る

し
、
高
学
歴
で
職
が
な
い
こ
と
が
社
会
の
道
徳
観
念
と
抵
触
す
る
と

い
う
こ
と
な
ら
ば
、
相
対
的
価
値
欠
乏
論
と
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

論
に
整
合
的
で
あ
る
。

Ⅰ
節
の
（
四
）（
五
）
は
社
会
運
動
論
に
つ
い
て
の
議
論
と
親
和

性
が
あ
る
。「
デ
ジ
タ
ル
通
信
の
普
及
」
は
運
動
す
る
側
の
動
員
手

段
と
し
て
重
要
だ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
運
動
体
の
能
力
に
関

わ
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
恐
怖
の
克
服
」
は
、
価
値
欠
乏
論
と
政
治
的
機

会
構
造
論
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
解
釈
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ

で
い
う
「
不
正
や
抑
圧
に
対
す
る
憤
り
」
は
絶
対
的
価
値
欠
乏
な
い

し
相
対
的
価
値
欠
乏
に
対
す
る
憤
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
特
定
の
期

待
値
が
満
た
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
個
々
人
の
不
満
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
社
会
で
不
当
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
道
徳
的

憤
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
当
初
の
反
乱
に
対
し
て
、
そ

れ
ま
で
抑
圧
的
だ
っ
た
政
府
が
（
何
ら
か
の
理
由
で
）
妥
協
的
な
態

度
を
と
っ
た
場
合
、
運
動
側
に
と
っ
て
は
さ
ら
な
る
動
員
の
機
会
が

広
が
っ
た
こ
と
に
な
り
、「
恐
怖
の
克
服
」
を
助
け
た
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
よ
り
、
現
代
中
東
情
勢
を
理
解
す
る
上
で
、
主
要
な
論
点
は

二
つ
あ
る
と
い
え
る
。
一
つ
は
、
中
東
で
の
大
衆
反
乱
が
、
絶
対
的

価
値
欠
乏
に
対
す
る
個
々
人
の
合
理
的
反
発
に
基
づ
く
も
の
な
の

か
、
そ
れ
と
も
相
対
的
価
値
欠
乏
に
対
す
る
道
徳
的
反
発
に
よ
る
も

の
な
の
か
―
―
と
い
う
点
、
も
う
一
つ
は
、
反
乱
者
の
動
機
が
重
要

な
の
か
、
反
乱
者
の
能
力
や
機
会
が
重
要
な
の
か
―
―
と
い
う
点
で

あ
る
。
以
下
、
Ⅲ
・
Ⅳ
節
で
は
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
Ⅴ
節
で
は
第

二
の
点
に
つ
い
て
論
ず
る
。

Ⅲ
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
政
治
変
動
の

客
観
的
要
因

貧
困
や
格
差
や
若
年
高
学
歴
層
の
失
業
の
よ
う
な
絶
対
的
価
値
欠

乏
や
、
中
間
層
の
不
満
の
原
因
と
さ
れ
る
抑
圧
や
腐
敗
な
ど
は
、
客

観
的
指
標
を
使
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
指
標
を
他
地
域
の
指
標
と
比
較
す
る
こ
と

も
可
能
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
と
く
に

顕
著
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
現
在
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
情
勢
を
説
明

て
、
こ
れ
ま
で
政
治
学
が
「
大
衆
の
反
乱
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
理
論
枠
組
み
を
出
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
の

理
論
は
、
一
方
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題

意
識
と
、
他
方
で
近
代
化
論
が
経
済
社
会
要
因
に
ば
か
り
目
を
向
け

国
家
を
軽
視
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
を
背
景
に
、
一
九
七
〇
年
代

以
降
に
提
起
さ
れ
た
。

ま
ずT

ed Gurr

（1970
）
は
「
相
対
的
価
値
欠
乏
（relative 

deprivation

）」
論
を
発
表
し
、
人
々
は
、
貧
困
の
よ
う
な
絶
対
的

（
客
観
的
）
価
値
の
欠
乏
で
は
な
く
、
自
分
が
正
当
だ
と
期
待
す
る

（
主
観
的
な
）
価
値
の
獲
得
水
準
に
対
し
て
、
実
際
に
確
保
で
き
る

価
値
が
少
な
い
と
き
不
満
を
感
じ
て
反
乱
を
起
こ
す
と
主
張
し
た
。

人
々
の
期
待
値
は
他
者
と
の
比
較
や
前
の
時
期
と
の
比
較
に
よ
っ
て

影
響
さ
れ
る
の
で
、
た
と
え
ば
非
常
に
貧
困
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
動

的
に
反
乱
の
可
能
性
が
高
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
度
生
活
条
件
が

向
上
し
た
後
、
そ
の
下
落
が
起
こ
っ
た
と
き
に
革
命
が
起
き
や
す
い

と
す
る
「
希
望
の
革
命
（Revolution of Rising Expectations
）」

論
（D

avies 1962

）
は
、
こ
の
系
列
に
属
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

次
に
有
名
なScott-Popkin

論
争
が
あ
る
。Jam

es Scott

（1976

）
は
農
民
が
支
配
者
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
す
の
は
、
ど
う

い
う
場
合
か
を
、
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
の
な
か
に
探
り
、
生
存
維
持

（subsistence

）
を
支
配
者
が
保
障
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
責
任
が

支
配
者
側
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
共
同
体
と
し
て
の
農
民

は
道
徳
的
憤
怒
か
ら
反
乱
に
い
た
る
と
考
え
た
。
い
わ
ゆ
る
モ
ラ

ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
農
民
は
合
理
的
な

個
人
で
あ
り
、
個
人
の
損
得
勘
定
で
反
乱
へ
の
参
加
の
有
無
を
決
め

る
と
い
う
議
論
（
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
）
を
展
開
し
た

の
がSam

uel Popkin

（1979

）
で
あ
る
。

モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
論
の
い
う
「
生
存
維
持
」
と
は
絶
対
基
準

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
実
際
に
は
農
民
の
道
徳
観
念
に
合
致
す
る

生
存
維
持
の
水
準
や
支
配
者
の
責
任
の
有
り
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社

会
で
異
な
る
と
い
う
意
味
で
、
相
対
的
価
値
欠
乏
論
に
近
い
。

最
後
に
社
会
運
動
の
成
否
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
あ
り
、

従
来
は
運
動
を
す
る
側
が
所
有
す
る
リ
ソ
ー
ス
や
組
織
力
と
い
っ
た

能
力
の
多
寡
が
説
明
要
因
と
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、H

erbert 
K

itschelt

（1986

）
やSidney T

arrow

（1988

）
は
、
運
動
が
展

開
さ
れ
る
環
境
（
政
治
的
機
会
構
造
）
が
運
動
の
拡
大
を
助
け
る
か

否
か
を
重
視
す
る
見
解
を
提
示
し
た
。
政
治
的
機
会
構
造
論
は
、
比

較
革
命
論
の
な
か
で
、
革
命
勢
力
の
能
力
よ
り
も
、
挑
戦
を
受
け
る

側
の
国
家
の
能
力
が
戦
争
や
危
機
に
よ
っ
て
落
ち
た
と
き
に
、
革
命

が
成
功
し
や
す
い
と
す
るT

heda Skocpol

（1979

）
の
議
論
に
共

通
す
る
。

以
上
の
既
存
の
理
論
枠
組
み
と
の
関
連
で
、
現
在
中
東
・
北
ア
フ

リ
カ
情
勢
の
解
釈
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
議
論
を
ま
と
め
て
み
る

と
、
ま
ず
Ⅰ
節
で
あ
げ
た
最
初
の
三
つ
の
要
因
の
う
ち
「
特
権
層
と

非
特
権
層
の
格
差
」
は
、
非
特
権
層
の
貧
困
の
レ
ベ
ル
や
絶
対
的
な

格
差
の
大
き
さ
を
問
題
に
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
し
、
貧
困
や
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す
る
上
で
重
要
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

表
１
は
経
済
社
会
指
標
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
国
民
総
所
得
（
購
買
力
平
価
）
の
高

い
順
に
国
を
並
べ
て
あ
る
。
ま
た
過
去
五
年
間
に
規
模
の
大
き
い
大

衆
反
乱
を
経
験
し
た
国
は
網
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

現
代
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
に
大
衆
反
乱
の
国
が
多
い
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
あ
る
が
、
産
油
国
が
多
い
た
め
に
一
人
当
た
り
国
民
総
所

得
は
総
じ
て
他
地
域
よ
り
も
高
い
（
イ
エ
メ
ン
だ
け
が
例
外
）。
貧

困
層
は
、
や
は
り
イ
エ
メ
ン
を
例
外
と
し
て
、
他
地
域
よ
り
も
小
さ

い
し
、
格
差
を
表
す
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
係
数
も
中
南
米
や
ア
フ
リ
カ
よ
り
も

ず
っ
と
低
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
程
度
か
低
い
。
貧
困
や
格
差
そ
の

も
の
が
と
く
に
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
の
大
衆
反
乱
と
政
治
変
動
を

も
た
ら
し
た
と
い
う
議
論
は
支
持
さ
れ
な
い
。

失
業
率
に
つ
い
て
は
、
男
子
一
般
に
つ
い
て
も
若
年
層
に
つ
い
て

も
、
確
か
に
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
成
績
は
他
地
域
よ
り
も
悪

い
。
し
か
し
失
業
者
の
う
ち
大
学
卒
業
者
の
比
率
が
他
地
域
よ
り
高

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
の
上
、
失
業
率
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
貧
困
率
や
格
差
が
他
地
域
よ
り
小
さ
い
こ
と
は
、
燃
料
、
食

料
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対
す
る
政
府
の
補
助
に
よ
っ
て
、
所
得

再
分
配
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
生

活
の
困
窮
が
大
衆
反
乱
を
招
い
た
と
い
う
絶
対
的
価
値
欠
乏
論
は
な

り
た
た
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
表
１
の
数
字
は
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
多
く
で

は
、
中
間
層
の
層
が
厚
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の

で
、
中
間
層
の
増
加
が
反
乱
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
す
る
仮
説
は
、

表
１
で
は
棄
却
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
南
米
や
ア
ジ
ア
で
の
経
験

に
よ
れ
ば
、
中
間
層
に
属
す
る
人
々
は
時
に
軍
事
政
権
や
独
裁
政
権

を
支
持
し
（
少
な
く
と
も
受
け
入
れ
）、
そ
の
下
で
の
経
済
成
長
の

果
実
を
享
受
し
た
。
ま
た
中
南
米
で
は
、
経
済
が
一
人
当
た
り
で
は

縮
小
し
た
（
し
た
が
っ
て
中
間
層
が
縮
小
し
た
）「
失
わ
れ
た
一
〇

年
」
に
民
主
化
が
最
大
の
進
展
を
見
せ
た
。
中
間
層
増
加
の
政
治
的

効
果
を
見
る
た
め
に
は
、
中
間
層
が
増
え
た
か
ど
う
か
だ
け
で
な

く
、
彼
ら
が
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ

た
人
々
な
の
か
を
、
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
表
２
で
政
治
的
な
指
標
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で

は
地
域
ご
と
に
民
主
主
義
度
が
低
い
と
判
断
さ
れ
た
順
に
国
を
並
べ

て
あ
る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
並
ん
で

民
主
主
義
度
の
低
い
国
が
多
い
。
そ
れ
は
世
界
銀
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

指
標
の
中
の
「V

oice &
 A

ccountability

」
指
標
の
順
位
（
悪
い

ほ
う
か
ら
の
順
位
）
を
見
て
も
確
認
で
き
る
（
過
去
五
年
間
に
順
位

が
下
が
っ
た
国
も
多
い
が
、
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
に
も
見

ら
れ
る
現
象
で
あ
る
）。

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
腐
敗
度
で
も
中
央
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
と
並
ん
で
成
績
の
悪
い
国
が
多
い
。
過
去
五
年
間
の
悪
化
度
は
と

く
に
顕
著
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
と
中
央
ア

ジ
ア
は
、
政
治
的
抑
圧
と
腐
敗
に
つ
い
て
は
他
地
域
よ
り
悪
い
と

（出所）World Bank; World Value Survey 1981-2008.
（注）a. Share in total population.  b. EPA with ages 15-39.

GDP 
growth 

rate 
annual 
average 
（%）

GNI per 
capita 

（PPP 
current 
US $）

Poverty 
headcount 

at $2 
PPP a 

day（%） 

GINI 
index

Unemployment Rate（%）
Enroll-
ment in 
tertiary 
educa-

tion（%）

Economi-
cally 
active 
popula-

tion with 
ages 15-

34

Internet 
used last 

week
Male 
total

Young 
male 
with 

ages 15-
24

Male with 
tertiary 
education 

（in all male 
unemploy-

ment）
2000-2009 2008 2005-08 2005-08 2005-08 2005-07 2005-08 2005-08 2005-08 2005-08

Bahrain 6.3 33,690 4.1（2001） 21.9 29.9 52.6a

Saudi Arabia 3.4 24,150 ― 4.2 8.2 29.9 47.6 
Libya 4.3 16,400 ― 55.7（2003）
Iran 5.1 11,310 8.0 38.3 9.3 20.0 12.5 36.1 50.3 19.4%
Algeria 3.6 7,990 12.9 6.6（2004） 24.0 54.7 

Tunisia 4.7（2000-
2005） 7,560 40.8（2000） 13.1 31.4 9.0 33.7 50.7 

Jordan 6.3 5,720 3.5 37.7 10.1 40.7 16.2%
Egypt 4.9 5,510 18.5 32.1 5.9 23.3 28.5 58.9b 9.6%
Syria 4.2 4,520 7.8（2003） 53.6 
Morocco 4.8 4,230 14.0 40.9 9.6 18.2 16.2 12.3 50.5 27.4%
Yemen 4.0 2,330 46.6 37.7 10.2

Mexico 1.9 15,070 8.2 51.6 3.9 6.2 20.0 27.2 45.7 22.2%
Venezuela 3.9 12,860 10.2 43.4 7.1 12.7 78.6 47.0 
Brazil 3.3 10,180 12.7 55.0 6.1 2.6 30.0 48.8 24.7%
Colombia 4.0 8,550 27.6 58.5 8.9 16.3 17.6 35.4 16.9%
Peru 5.1 8,010 17.8 50.5 5.9 13.6 36.2 34.5 47.5 29.4%
El Salvador 2.1 6,680 13.2 46.9 8.5 13.6 24.6 50.2 

Malaysia 4.8 13,900 37.9（2004） 3.1 10.5 19.0 32.1 72.8 36.7%
Thailand 4.1 7,830 42.5（2004） 1.5 0.2 44.7 38.5 14.2%
China 10.3 6,280 36.3 22.7 11.1%
Philippines 4.6 3,940 45.0 7.6 13.9 36.5 28.7 47.9 
Indonesia 5.1 3,620 60.0 44.0 8.1 23.8 7.3 21.3 46.1 20.7%
India 7.1 3,040 75.6 36.8 4.9（2004） 13.5 48.1（2001） 9.3%
Pakistan 4.6 2,600 60.3 31.2 4.2 7.1 29.7 5.2 52.8 
Cambodia 8.1 1,870 57.8 44.2 7.6（2004） 4.6 7.0 58.5（2004）

Kazakhstan 8.6 9,750 2.0 30.9 34.6（2004） 46.9 45.4 
Uzbekistan 6.5 2,650 36.7（2003） 9.9
Kyrgyzstan 4.7 2,180 27.5 33.5 7.7 13.6 9.1 52.0 51.2 
Tajikistan 8.1 1,900 33.6（2004） 5.6 20.2 59.1a

Nigeria 6.1 1,990 42.9（2004） 10.1
Kenya 3.6 1,560 39.9 47.7 3.0 61.4（1999）
Rwanda 7.2 1,030 2.6 11.9%
Ethiopia 8.1 880 77.6 19.5 62.5 18.1%
Niger 3.9 690 85.6 43.9 1.7（2001） 1.2 54.7（2001）

表１　経済社会指標
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Degree of 
Democracy Voice & Accountability Government Effectiveness Corruption Control

2009
（-10 ～ 10）

2009
（Ranking）

2005-09
（Change）

2009
（Ranking）

2005-09
（Change）

2009
（Ranking）

2005-09
（Change）

SAUDI ARABIA -10 4 -6.8 52 9.2 63 15.6
IRAN -7 8 -4.4 26 0.5 22 -43.6
SYRIA -7 6 -1.5 34 23.6 17 -7.5
BAHRAIN -7 26 -0.4 69 5.0 65 -5.4
LIBYA -7 3 0.4 12 -4.6 14 -35.3
MOROCCO -6 27 -0.4 51 2.4 51 -16.9
TUNISIA -4 11 -8.8 65 0.2 58 3.2
JORDAN -3 25 -8.1 63 5.6 64 -3.7
EGYPT -3 15 -7.9 44 6.9 41 8.5
YEMEN -2 12 -7.9 11 -9.0 15 -4.6
ALGERIA 2 18 -7.9 35 -4.6 38 -10.9

VENEZUELA -3 27 -1.8 19 -3.3 8 -0.3
COLOMBIA 7 42 2.3 56 4.7 48 -15.9
MEXICO 8 54 -2.2 60 3.7 49 1.8
BRAZIL 8 62 -0.9 58 1.3 56 3.6
EL SALVADOR 8 51 0.7 53 7.2 53 -6.6
PERU 9 50 -0.2 43 11.3 45 1.9

CHINA -7 5 -1.5 58 8.6 36 5.7
CAMBODIA 2 24 4.9 26 8.7 9 -3.9
THAILAND 4 34 -16.8 60 -6.5 51 -7.9
PAKISTAN 5 21 5.0 19 -16.9 13 -7.0
MALAYSIA 6 31 -13.4 80 -4.0 58 1.5
PHILIPPINES 8 45 -6.4 50 -3.9 27 -2.9
INDONESIA 8 48 3.6 47 8.8 28 3.5
INDIA 9 60 -1.8 54 0.9 47 12.6

UZBEKISTAN -9 2 -1.0 27 17.9 6 -9.8
KAZAKHSTAN -6 18 -4.1 48 12.7 19 8.0
TAJIKISTAN -3 10 -4.5 12 0.7 12 3.5
KYRGYZSTAN 1 22 -1.8 17 -2.3 7 7.2

NIGER -3 28 -13.9 25 -1.9 31 -4.5
RWANDA -3 11 -0.6 49 33.0 62 1.1
ETHIOPIA 1 12 -2.1 40 21.5 27 -5.0
NIGERIA 4 25 0.1 9 -14.7 15 -1.7
KENYA 7 36 -5.8 31 6.7 12 -4.0

（出所） Polity IV; World Bank Governance Index.

表２　政治体制評価 い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
民
主
主
義
度
と
い
う
点
で
は
中
央

ア
ジ
ア
で
も
っ
と
も
成
績
の
よ
い
キ
ル
ギ
ス
で
反
乱
と
政
変
が
お

こ
っ
た
の
に
対
し
て
、
他
国
は
安
定
し
て
い
る
こ
と
、
中
東
・
北
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
な
か
で
も
、
い
ち
早
く
反
乱
か
ら
政
治
体
制
の
変
動

に
ま
で
い
た
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
衆

反
乱
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
バ
ー
レ
ー
ン
、
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
よ

り
も
抑
圧
度
も
腐
敗
度
も
低
い
こ
と
、
大
衆
反
乱
が
大
規
模
化
し
た

国
の
な
か
で
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
バ
ー
レ
ー
ン
は
、
政
府

の
効
率
と
い
う
点
で
も
腐
敗
度
と
い
う
点
で
も
、
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
の
な
か
で
は
最
も
成
績
の
よ
い
国
で
あ
る
こ
と
―
―
な
ど
を
見
る

と
、
単
純
に
政
治
的
抑
圧
と
腐
敗
に
大
衆
反
乱
と
政
治
変
動
の
原
因

を
求
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
表

２
は
中
間
層
と
そ
れ
以
外
の
大
衆
を
区
別
し
て
い
な
い
の
で
、
中
間

層
は
一
般
的
な
傾
向
と
は
違
っ
て
、
と
く
に
抑
圧
や
腐
敗
を
嫌
う

―
―
と
い
う
議
論
は
な
お
可
能
で
あ
る
。

Ⅳ
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
政
治
変
動
の

主
観
的
要
因

上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
貧
困
、
格
差
、
失
業
、
抑
圧
、
腐
敗
の
絶

対
基
準
に
は
意
味
が
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
国
の
歴

史
経
験
を
反
映
し
た
相
対
的
価
値
欠
乏
感
が
大
衆
反
乱
の
力
を
規
定

し
て
い
る
可
能
性
は
残
る
。
貧
困
率
や
格
差
や
腐
敗
度
が
小
さ
く
て

も
、
人
々
の
価
値
観
次
第
で
は
、
激
し
い
道
徳
的
憤
り
に
結
び
つ
く

こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
探
究
す
る
に

は
、
客
観
的
条
件
を
超
え
て
、
主
観
的
な
要
因
の
分
析
を
試
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
住
む
人
々
の
内
面
の
価
値
観
を
、
筆

者
の
よ
う
に
当
該
地
域
の
専
門
家
で
は
な
い
者
が
探
る
の
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
長
年
の
関
与
に
基
づ
く
「
勘
」
や
参
与
観
察
に
よ

る
知
識
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
限
界
を
十
分

承
知
し
た
上
で
、W

orld V
alue Survey

（
Ｗ
Ｖ
Ｓ
）
に
基
づ
く

他
地
域
と
の
比
較
と
い
う
観
点
で
論
じ
て
み
た
い
。

Ｗ
Ｖ
Ｓ
は
全
世
界
規
模
で
数
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
意
識

調
査
と
し
て
稀
有
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
参
加
は
四
カ
国
に
す
ぎ
な
い
。
国
に
よ
っ

て
使
え
な
い
質
問
項
目
も
あ
っ
て
デ
ー
タ
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
表
３
か
ら
い
く
つ
か
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。ま

ず
政
府
、
警
察
、
軍
、
官
僚
に
対
す
る
人
々
の
信
頼
感
は
、
ヨ

ル
ダ
ン
と
中
国
が
飛
び
抜
け
て
高
い
。
イ
ラ
ン
や
モ
ロ
ッ
コ
の
場
合

は
、
ペ
ル
ー
以
外
の
中
南
米
諸
国
や
中
国
以
外
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と

同
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
専
門
家
に
よ
る
政
策
決
定
を
評
価
す
る
傾
向
は

他
地
域
よ
り
少
し
高
い
が
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
を
期
待
す
る
人
は
イ
ラ

ン
以
外
で
は
少
な
い
。「
民
主
主
義
の
主
要
な
要
素
は
？
」
と
聞
か
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れ
た
時
、「
自
由
選
挙
」
と
答
え
る
人
が
七
割
を
超
え
る
が
、
同
時

に
「
経
済
的
繁
栄
」
と
答
え
る
人
も
同
じ
く
ら
い
い
る
。
民
主
主
義

を
手
続
き
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
質
的
結
果
と
し
て
期
待
し
て

い
る
点
で
、
他
地
域
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。

他
地
域
と
の
違
い
が
出
る
の
は
、「
自
国
に
と
っ
て
主
要
な
目
標

は
？
」
と
聞
か
れ
た
と
き
の
答
え
で
あ
る
。「
経
済
成
長
」
と
答
え

る
人
が
非
常
に
多
く
、「
人
々
の
発
言
権
」
と
答
え
る
人
が
非
常
に

少
な
い
。
こ
の
傾
向
は
東
ア
ジ
ア
と
共
通
す
る
が
、
中
南
米
と
は
大

き
な
差
が
あ
る
。
中
南
米
で
は
「
人
々
の
発
言
権
」
と
答
え
る
人
が

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
よ
り
ず
っ
と
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
人
々

の
生
活
へ
の
不
満
度
と
政
治
行
動
の
傾
向
を
比
べ
て
み
る
と
、
も
っ

と
明
確
に
な
る
。
生
活
へ
の
不
満
を
抱
え
る
人
は
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
の
ほ
う
が
中
南
米
よ
り
ず
っ
と
多
い
が
、
合
法
的
な
デ
モ
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
参
加
す
る
意
志
を
持
つ
人
は
モ

ロ
ッ
コ
を
除
い
て
極
端
に
少
な
い
の
で
あ
る
。
中
南
米
で
は
経
済
的

繁
栄
と
は
切
り
離
し
て
「
人
々
の
発
言
権
」
を
重
視
す
る
人
が
多

く
、
政
治
行
動
へ
の
参
加
を
厭
わ
な
い
人
も
多
い
と
い
う
意
味
で
、

「
参
加
者
（participants

）」
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
住
民
の
な
か
に
は
、
不
満
は
あ
っ
て
も

政
治
行
動
を
躊
躇
し
て
、
政
府
や
専
門
家
に
よ
っ
て
経
済
的
繁
栄
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
を
待
つ
「
臣
民
（subjects

）」（A
lm

ond &
 

V
erba 1963

）
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
臣
民
が
い
く
つ
か
の
国
で
大
規
模
な
デ
モ
を
展
開

し
て
、
政
権
を
窮
地
に
追
い
や
っ
た
こ
と
を
見
る
と
、
政
治
行
動
に

臆
病
だ
っ
た
の
が
、
政
府
を
信
頼
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
と
は
い
え

な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
何
を
し
て
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
諦
観
と
、

抑
圧
へ
の
恐
怖
が
、
人
々
に
反
政
府
行
動
を
と
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ

て
い
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
た
だ
現
行
の
意
識
調
査
で

は
、
こ
れ
以
上
の
分
析
は
不
可
能
で
あ
り
、
現
地
を
知
悉
す
る
地
域

研
究
者
の
英
知
と
判
断
に
頼
る
し
か
な
い
。

人
々
が
諦
観
や
恐
怖
を
乗
り
越
え
て
、
身
体
や
生
命
に
危
険
が
及

ぶ
か
も
し
れ
な
い
行
動
に
出
た
の
だ
と
し
た
ら
、
当
局
に
対
す
る
そ

れ
ほ
ど
の
「
憤
り
」
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
そ
れ
を
も
た
ら
す
可

能
性
の
あ
る
貧
困
・
格
差
・
失
業
・
腐
敗
な
ど
に
絶
対
的
基
準
が
な

い
と
す
れ
ば
、
人
々
が
相
対
的
価
値
欠
乏
を
感
じ
た
の
は
な
ぜ
な
の

か
を
、
現
地
社
会
の
価
値
観
の
有
り
様
に
分
け
入
っ
て
探
索
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
で
も
ま
た
地
域
研
究
者
の
知
識
や
判
断
が
重
要

に
な
る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
者
で
は
な
い
筆
者
と
し
て

は
、
大
き
な
仮
説
を
二
点
あ
げ
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

（
一
）
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
多
く
で
は
、
石
油
・
天
然
ガ

ス
収
入
や
外
国
援
助
を
原
資
と
し
た
補
助
金
政
策
が
長
く
行
わ
れ
、

社
会
全
体
を
ま
き
こ
ん
だ
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
（rentier state

）
が

国
民
の
服
従
を
調
達
し
て
き
た
が
、
新
自
由
主
義
的
な
政
策
（
補
助

金
削
減
な
ど
）
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透
が
、
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
に

頼
っ
て
生
き
る
こ
と
へ
の
人
々
の
懐
疑
を
深
め
さ
せ
た
。
新
自
由
主

義
の
下
で
も
残
存
す
る
政
治
腐
敗
と
特
権
は
、
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
の

Confidence in Appreciation of 
Important 

characteristics 
of democracy:

Primary goal of 
the country

Actual/
Intended 
Participa-

tion in 
Lawful 
Demon-
stration

Disatis-
faction 
with 

own lifeGovern-
ment Police Armed 

forces
Civil 

services

Decision-
making 

by 
experts

A 
strong 
leader

Free 
election

Economic 
prosper-

ity

People 
should 
have 
more 
say

Economic 
growth

Iran
2005 48.7 55.9 57.7 30.5 62.2 74.2 74.1 70.1 20.6 59.7 12.1 

Jordan
2007 86.7 92.3 96.6 61.8 73.7 18.6 75.1 85.4 5.0 70.8 11.4 13.0 

Egypt
2008 62.6 84.0 16.0 91.3 83.1 8.2 74.3 8.7 22.1

Morocco
2007 54.7 61.4 68.5 51.3 81.3 26.7 73.2 70.7 12.7 65.5 46.6 14.5

Mexico
2005 44.8 33.6 63.8 25.0 67.0 51.4 31.3 52.5 59.4 4.3

Brazil
2006 46.2 44.8 69.7 52.4 77.8 63.9 75.6 46.7 25.6 59.0 58.3 4.2

Colombia
2005 51.0 49.8 61.1 31.9 44.1 31.1 52.3 2.9

Peru
2006 11.8 15.8 22.5 6.0 64.8 46.7 73.4 80.0 28.3 60.7 64.0 7.4

Malaysia
2006 75.4 74.6 84.5 69.9 72.9 60.0 48.7 45.5 11.3 65.1 28.2 4.5

Thailand
2007 38.5 43.5 51.4 43.9 63.1 70.8 39.6 30.0 8.3 67.7 15.2 3.8

China
2007 92.7 80.1 91.7 85.8 50.3 36.1 80.9 83.6 8.1 45.3 11.8

Indonesia
2006 56.0 50.7 74.3 56.3 48.0 23.7 81.1 91.2 7.9 82.4 48.1 6.7

India
2006 54.9 64.1 83.3 54.3 70.5 63.9 77.8 58.8 13.8 49.5 46.4 19.5

Rwanda
2007 85.6 54.8 71.9 58.5 18.4 26.2 31.6 24.8

Ethiopia
2007 26.4 32.1 41.4 33.0 64.1 31.2 80.2 77.3 9.7 74.4 70.1 27.3

（出所） World Value Survey 1981-2008.

表３　人々の認識
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Ⅵ
結
論

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
他
地
域
と
比
べ
て
失
業
率
が
高
く
、

政
治
的
抑
圧
度
・
腐
敗
度
も
高
い
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
活
困
窮

者
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
政
治
的
抑
圧
度
と
反

政
府
運
動
の
広
が
り
が
相
関
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
貧
困
・
格
差
・

失
業
・
腐
敗
・
抑
圧
な
ど
客
観
的
な
指
標
で
把
握
で
き
る
条
件
に

よ
っ
て
、
今
日
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
情
勢
を
説
明
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
条
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
が
主
観

的
に
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
現
状
を
耐
え
難
い
と
す
る
「
憤
り
」
に

変
え
て
い
っ
た
か
が
重
要
で
あ
る
。

運
動
を
す
る
側
の
能
力
や
、
運
動
の
環
境
が
も
た
ら
す
政
治
的
機

会
構
造
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
普
及
が
大
衆
動

員
を
容
易
に
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
ひ
と
た
び
運
動

が
発
生
し
た
と
き
、
そ
の
広
が
り
の
程
度
や
ス
ピ
ー
ド
は
、
政
治
的

機
会
構
造
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
政
府
側
が
何
ら
か
の
理
由
（
外

国
政
府
の
圧
力
を
含
む
）
で
当
初
妥
協
的
な
政
策
を
と
っ
た
場
合
、

運
動
側
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
動
員
を

拡
大
す
る
。
逆
に
政
府
側
が
徹
底
的
に
抑
圧
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
場

合
に
は
、
紛
争
は
長
引
く
だ
ろ
う
。
た
だ
し
反
乱
の
動
機
（
上
で
い

う
「
憤
り
」）
な
し
に
、
能
力
と
機
会
の
み
に
よ
っ
て
今
般
の
政
治

変
動
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

以
上
の
議
論
は
、
地
域
研
究
の
あ
り
方
に
も
示
唆
を
与
え
る
。
地

域
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
自
己
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
実
際
に

は
、
あ
る
現
象
が
本
当
に
自
分
の
地
域
特
有
の
現
象
な
の
か
を
確
認

す
る
た
め
に
、
他
地
域
と
の
比
較
と
い
う
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
研
究
者
が
集
っ
て
、
他
地
域
で
生
起
す
る
現
象

を
解
釈
し
あ
っ
て
み
る
こ
と
の
意
義
は
そ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
本

稿
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
客
観
的
な
条
件
の
比
較
だ
け

で
は
、
人
々
が
何
を
期
待
し
、
ど
の
よ
う
な
判
断
で
政
治
行
動
を
と

る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
知
悉

す
る
地
域
研
究
者
の
出
番
は
、
そ
う
い
う
人
々
の
価
値
観
に
つ
い
て

の
深
い
理
解
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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象
徴
と
し
て
と
く
に
嫌
悪
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
二
）
政
治
的
抑
圧
が
中
間
層
を
含
む
人
々
の
政
治
観
に
与
え
る

影
響
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
国
の
歴
史
的
経
験
に
よ
っ
て
異
な

る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
政
治
的
抑
圧
か
ら
の
解
放
を
求
め

る
声
が
高
い
の
は
、
過
去
に
開
放
的
な
政
治
体
制
を
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ソ
連
解
体
の
過
程
で
民
主
化
と
そ
の
混
乱
を

一
度
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
同
程
度
に
抑

圧
的
で
あ
り
な
が
ら
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
な
運
動
は
発
生
し

て
い
な
い
。
抑
圧
的
な
政
治
と
民
主
主
義
を
繰
り
返
し
経
験
し
た
こ

と
の
あ
る
中
南
米
で
は
、
民
主
主
義
体
制
の
ほ
う
が
ま
し
だ
と
い
う

気
持
ち
か
ら
、
経
済
的
・
社
会
的
状
態
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

民
主
主
義
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
（T

sunekaw
a 

&
 W

ashida 2007

）。

Ⅴ
反
乱
者
の
能
力
と
機
会

最
後
に
、
反
乱
の
動
機
は
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
反
政
府
側
の

能
力
と
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
反
乱
が
可
能
に
な
っ

た
―
―
と
す
る
仮
説
は
支
持
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
普
及
は
最
近
の
現
象
で
あ

り
、
ま
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
の
旧
政
権
の
対
応
は
、
比
較
的

穏
便
な
も
の
で
あ
っ
た
。
リ
ビ
ア
や
シ
リ
ア
の
状
況
と
比
べ
れ
ば
、

そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト

の
旧
政
権
が
徹
底
的
弾
圧
を
躊
躇
し
た
の
は
、
当
初
の
大
衆
動
員
そ

の
も
の
が
大
規
模
で
あ
り
、
相
当
の
血
を
流
す
用
意
が
な
け
れ
ば
抑

え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
初
期
の
動
員
を
「
動

機
」
な
し
に
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
ぜ

二
〇
一
一
年
一
月
だ
っ
た
の
か
は
、
な
お
解
明
を
必
要
と
す
る
が
、

少
な
く
と
も
相
当
数
の
人
々
が
現
状
を
耐
え
難
い
と
主
観
的
に
感
じ

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
通
信
の
普
及
が
、
そ
れ
ま
で

不
可
能
だ
っ
た
初
期
の
大
衆
動
員
を
可
能
に
し
た
と
い
う
命
題
に
対

し
て
は
、
表
１
の
最
終
列
の
デ
ー
タ
が
示
す
よ
う
に
、
そ
う
し
た
普

及
は
世
界
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
特
有
の
現
象

で
は
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
動
機
に
か
か
わ
ら

ず
、
大
衆
動
員
の
手
段
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
重
要
だ
と
す
る

な
ら
、
な
ぜ
中
央
ア
ジ
ア
や
中
国
で
は
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
見
ら

れ
る
よ
う
な
大
衆
反
乱
が
起
き
な
い
の
か
。
こ
れ
は
、
当
初
か
ら
反

乱
を
大
規
模
化
す
る
「
動
機
」
の
存
在
抜
き
に
は
説
明
が
つ
か
な

い
。
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